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Ⅰ新技術の解説

１要旨

乾田直播栽培におけるイボクサの発生生態を明らかにするとともに、その防除法について検討した。

(1) イボクサの発生は、水稲播種前の４月上旬から始まった（図１）。播種前に発生したイボクサは、播
種作業時の耕うん（逆転耕）によって切断埋没された。切断埋没された個体は再生しなかった。

(2) 水稲播種後、イボクサは新たに発生するが、これらは全て種子由来の個体であった（図１）。イボク
サの発生は、ノビエとほぼ同時期に始まり、発生始期から終期までは、約20日間であった。分枝
は、６～７葉程度まで生長した個体でみられ、入水時には10葉程度まで生長した。

(3) 播種後、新たに発生する種子由来のイボクサには、ビスピリバックナトリウム塩液剤による乾田期
間中の茎葉処理が有効であるが、ＤＣＰＡ乳剤の前処理によって効果は高まった（表１）。

(4) ビスピリバックナトリウム塩液剤による茎葉処理で完全に枯死しなかったイボクサは、入水後に再
生した。そこで、入水後、茎葉処理剤の効果が発現しているうちに、シメトリン・モリネート・ＭＣＰＢ
粒剤を散布すると、再生するイボクサに対して、高い防除効果が得られた（表２）。

２期待される効果

乾田直播栽培で問題となるイボクサを、慣行の除草体系のなかで防除できる。

３適用範囲

浜通り平坦部

４普及上の留意点

(1) 播種時の耕うんはていねいに行って、耕うん前に発生したイボクサを土壌に埋没させる。

(2) 本除草法は、浜通り地域におけるイボクサの発生生態をもとに作成している。他地域で適用する
には、地域ごとのイボクサの発生生態と、栽培様式を考慮して処理時期を決定する必要がある。
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